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研究成果の概要（和文）：2002 年に福岡県久山町健診を受診した 40 歳以上の住民のうち、心血

管病の既往者を除外し、上腕足首脈波伝播速度（baPWV）が解析可能な 2,916 名を平均 7.1 年追

跡し、追跡開始時の baPWV レベルと心血管病発症との関係を検討した。その結果、baPWV レベ

ルの上昇にともない、心血管病発症率が有意に上昇した。この関係は交絡因子を調節しても変

わらなかった。また、既知の心血管病危険因子のみで作成した心血管病発症のリスクモデルに

baPWV を加えると、心血管病発症の予測能が有意に改善した。 
 
研究成果の概要（英文）：A total of 2,916 community-dwelling Japanese individuals without 

history of cardiovascular disease (CVD) aged ≥40 years were followed up for an average 

of 7.1 years. A higher brachial-ankle pulse wave velocity (baPWV) level is associated with 

increased risk of the development of CVD. The association of baPWV level with CVD risk 

was substantially unchanged even after adjusting for potential confounding factors. 

Additionally, baPWV improved the risk assessment for future cardiovascular events as 

compared with known risk factors. These findings highlight the clinical value of baPWV 

among general populations. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) わが国では高齢者社会を迎え、心血管病
を合併する高齢者が増加している。動脈硬化

を基盤に発生する脳卒中と心疾患は、三大死
因を形成する頻度の高い疾患である。したが
って、動脈硬化を早期に発見し、脳卒中や心



疾患の予防につなぐことは重要な課題であ
る。 
(2) 脈波伝播速度は、非侵襲的に動脈硬化を
評価する検査として開発され、大動脈あるい
は四肢動脈の血管硬化度を機能的に評価す
る。この検査の歴史は古いが、以前は煩雑な
検査であった。最近では波形をコンピュータ
で解析し、その立ち上がりを自動的に検出す
る方法が採用されている。この自動解析法に
より、従来の方法に比べ精度、再現性とも大
幅に改善され、迅速な計測が可能になり臨床
応用が広がった。 
 
２．研究の目的 
福岡県久山町では、2002 年の循環器健診で脈
波伝播速度を測定した。この集団の追跡調査
より一般住民において追跡開始時の脈波伝
播速度とその後の心血管病発症率との関係
を分析し、脈波伝播速度が心血管病発症の予
測因子として有用であるかを検討した。 
 
３．研究の方法 
(1) 2002 年に久山町健診では 40 歳以上の住
民 3,298 名が上腕足首脈波伝播速度（baPWV）
を含む健診を受診した。baPWV 測定には form 
PWV/ABI（オムロンヘルスケア株式会社製）
を用いた。左右 baPWV のうち高値を解析に用
いた。心血管病の既往歴がなく、baPWV の解
析が可能であった 2,916 人を平均 7.1 年間追
跡した。追跡開始時の baPWV の 5 分位を用い
て、対象者を 5群に分け、baPWV レベルが心
血管病発症に及ぼす影響を分析した。さらに
心血管病発症予測モデルに baPWVを追加する
ことにより、予測能が改善するか否かを検討
した。 
 
(2) 2009 年、2010 年、2011 年に 40 歳以上の
久山町住民を対象に循環器健診を行った。健
診項目としては、病歴・生活習慣の聴取、身
体活動度・食事調査、身体計測、随時血圧測
定、医師による診察、検尿、血計、血液生化
学検査、心電図検査、胸写を実施した。 
 
(3) 予後調査は以下の方法で行った。 
① 毎年の健診受診者から循環器疾患の罹患

が疑われる者を抽出した。 
② 健診未受診者全員にアンケートを送り、循

環器疾患の罹患が疑われる者を抽出した。 
③ 久山町研究の追跡ネットワークを通じて、

循環器疾患の罹患が疑われる者を抽出し
た。 

④ 循環器疾患の罹患が疑われる者について
は、往診し、病歴・診察所見・検査所見な
ど臨床情報を収集した。 

⑤ 死亡例については、臨床情報を収集し、病
理解剖の承諾を得るように努めた。 

⑥ 解剖承諾例については、九州大学大学院病

理学教室で解剖し、死因および臓器病変を
調査した。 

⑦ 定期的に研究スタッフの会議を開き、循環
器疾患罹患および死因の最終診断を決定
した。 

 
４．研究成果 
(1) 平均 7.1 年の追跡期間中に 126 例の心血
管病発症（脳卒中 82 例、虚血性心疾患 48 例）
の発症をみた。 
 
(2)  追跡開始時の baPWV レベル別に心血管
病発症率を検討した。性・年齢調整後の心血
管病発症率は、第 1 分位（<13.17 m/分）と
比較して、第 3 分位（15.02-17.04 m/分）、
第 4分位(17.05-20.42）、第 5分位（>20.42 m/
分）で有意に上昇した（p<0.01）。性、年齢、
高血圧、糖尿病、血清総コレステロール、HDL
コレステロール、肥満、喫煙、飲酒、運動習
慣を調整した心血管病発症の相対危険は、第
3 分位で 7.1、第 4 分位で 8.8、第 5 分位で
12.1 と有意に高かった（図）。baPWV が 20%
上昇するごとに、心血管病発症の相対危険が
1.3 倍となった。 
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(3) ROC 曲線下面積 を比較して、baPWV を加
えることで心血管病発症の予測能が改善す
るかを検討した。既知の心血管病危険因子の
みで作成されたリスク関数のROC下面積0.76
に比べ、baPWV を加えて作成されたリスク関
数では 0.78 となり、ROC 下曲線面積は有意に
増加した（p=0.01）。すなわ心血管病発症の
予測能が有意に改善した。 
 
(4) 一般住民において、baPWV は心血管病発
症の予測因子となる。また、既知の心血管病
危険因子のみで作成した心血管病発症のリ
スクモデルに baPWV を加えると、心血管病発
症の予測能が有意に改善した。baPWV は、簡
便で非侵襲的に動脈硬化を評価する検査で
あり、日常診療において心血管病リスク評価
に有用であることが示された。 
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